
奈
良
。平
城
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
北
新
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一　
一
九
九
二
年
（平
４
）
七
月
ぞ
八
月
、
二
　
一
九
九
二
年

一
〇
月
、
三
　
一
九
九
二
年

一
一
月
　

・　
　
　
一

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
町
綱
　
革早
　
　
　
ド　
　
　
　
　
　
　
・

５
　
遺ｉ跡
の
種
類
　
都
城
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

６
　
連退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
第
二
三
〇
次
調
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
一

駐
車
場
造
成
に
伴
う
発
掘
調
査
で
、
平
城
官
の
南
に
接
す
る
左
京
三
条

一
坊

十

。
十
五

・
十
六
坪
に
か
か
る
地
域
で
あ
る
。
四
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て

計
約

一
七
〇
〇
∬
を
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
十
五

・
十
六
坪
の
間
に
は
三
条
条
間
小
路
が
存
在
せ
ず
、
両
坪

が
奈
良
時
代
を
通
じ
て

一
体
の
敷
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
粥
ら
か
に
な

っ
た
。
但
し
、
両
坪
の
間
に
は
東
西
中
軸
線
上
に
門
を
開
く
築
地
塀
が
あ
り
、

南
北
二
つ
の
区
画
に
分
け
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
十
五
坪
の
中
心

部
で
は
、
三
棟
の
大
型
東
西
棟
建
物
の
東
西
に
南
北
棟
建
物
を
配
す
る
と
い
う
、

京
内
の
宅
地
だ
け
で
な
く
、
宮
内
で
も
例
を
見
な
い
配
置
が
奈
良
時
代
を
通
じ

て
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
当
初
の
掘
立
柱
建
物
を
後
に
礎
石
建
物

に
建
て
替
え
て
い
る
。
ま
た
十
六
坪
で
は
二
間
ｘ
七
間
の
身
舎
の
四
面
に
庇
が

付
く
極
め
て
格
の
高
い
建
物
が
建
て
ら
れ
、
京
内
で
は
最
大
規
模
の
井
戸
Ｓ
Ｅ

Ｏ
六
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｏ
六
は

一
辺
が
約

一
・
八
ｍ
の
蒸
籠
組
の
井

戸
で
、
従
来
京
内
で
最
大
で
あ
っ
た
長
屋
王
邸
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
四
五
八
〇
の
一
辺

一
・
三
五
ｍ
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
。
横
板
は
七
段

（
一
段
の
高
さ
は
一一四
・
五

ｔ
二
六
。
Ｏ
Ｊ

が
現
存
す
る
。
深
さ
は
約
三
ｍ
で
あ
る
。
掘
形
お
よ
び
井
戸
枠

内
埋
土
出
上
の
土
器
の
年
代
か
ら
、
奈
良
時
代
後
半
に
掘
ら
れ
、
長
岡
遷
都
以

後
に
廃
絶
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
井
戸
枠
内
埋
土
か
ら
奈
良
時
代

末
期
の
軒
丸
瓦
も
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
他
、
木
製
品
と
し
て
は
斎
串

。
曲
物

が
あ
る
。

一
方
、
十
坪
と
十
五
坪
の
間
で
は
、
東

一
坊
坊
間
東
小
路
を
検
出
し
て
お
り
、

十
坪
は
十
五

・
十
六
坪
と
は
別
の
区
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

十
坪
東
辺
で
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
六
を
検
出
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
三
六
は
、　
一
辺
が
約

六
ｍ
の
隅
丸
方
形
の
掘
形
を
も
ち
、
枠
木
は
全
て
抜
き
取
ら
れ
、
土
坑
状
を
呈

す
る
。
井
戸
枠
抜
取
穴
か
ら
は
平
城
官
出
土
土
器
編
年
の
Ｉ
期

（七
三
ハ
ぞ
七
三

〇
年
頃
）
の
上
器
が
出
上
し
て
い
る
。

木
簡
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
Ｏ
六
の
井
戸
枠
内
か
ら

一
点
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
六
の
抜
取
穴

か
ら
五
点
が
出
土
し
た
。

十
五

。
十
六
坪
は
、
そ
の
建
物
配
置
だ
け
で
な
く
、
宮
内
の
導
積
み
基
壇
官

衛
と
同

一
型
式
の
軒
瓦
が
全
軒
瓦
の
四
分
の
一
を
占
め
る
こ
と
、
燃
が
多
数
出
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土
し
て
い
る
こ
と
、
「内
匠
寮
」
と
い
う
官
司
名
の
書
か
れ
た
木
簡
が
出
上
し
た

こ
と
な
ど
、
遺
物
の
点
で
も
個
人
の
邸
宅
と
は
考
え
に
く
く
、
官
外
官
衡
の
可

能
性
が
高
い
。
　
一
方
、　
十
坪
に
つ
い
て
は
、
「ｉ
宅
」
と
書
か
れ
た
木
筒
が
出

上
し
た
こ
と
か
ら
見
て
、
個
人
の
邸
宅
の
可
能
性
が
あ
る
。

一
一　
第
二
三
四
十
九
次
調
査

駐
車
場
造
成
に
伴
う
発
掘
調
査
で
、
五
ｍ
�
二
ω
孟

の
東
西
ト
レ
ン
チ
を
設

定
し
て
調
査
を
行
な
い
、
左
京
三
条

一
坊
十
六
坪
東
側
の
東

一
坊
大
路
西
側
溝

Ｓ
Ｄ
三
九
三
五
、
お
よ
び
十
六
坪
東
端
の
区
画
施
設
の
東
雨
落
溝
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
東

一
坊
大
路
西
側
溝
ｓ
Ｄ
三
九
三
五
か
ら
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
三
九
二

五
は
、
約
五
ｍ
分
を
検
出
し
、
幅
は
検
出
面
で
六
ｍ
、
底
で
四
ｍ
、
深
さ

一
・

六
ｍ
の
断
面
逆
台
形
の
溝
で
、
西
岸
に
四
〇
を
五
Ｏ
ｃｍ
大
の
河
原
石
に
よ
る
護

岸
を
持
つ
。
埋
土
は
上
か
ら
暗
灰
掘
色
砂
質
土

。
暗
灰
色
粘
質
土

・
暗
褐
色
粘

質
土

。
暗
灰
色
バ
ラ
ス
上
の
掴
層
に
分
か
れ
る
。
木
簡
つ
出
土
は
暗
褐
色
精
質

土
層
か
ら

一
点
、
暗
灰
色
バ
ラ‐
ス
土
層
れ
ら
を
点

今
っ
ち
三
点
は
冊
暦
）
ら
計
入

点
で
あ
る
。
共
伴
遺
物
と
し
て
は
、
金
製
飾
金
具
断
片
、
和
同
開
弥
六
点
、
神

功
開
宝

一
点
、
帯
金
具
四
点
、
海
老
錠

一
点
、
鉄
釘
二
点
な
ど
が
あ
り
、
ま
た

護
岸
石
列
の
南
端
で
壽
木
と
思
わ
れ
る
木
製
品
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
。

最
下
層
の
暗
灰
色

バ
ラ
ス
土
層
か
ら
も
奈
良
時
代
後
半
の
土
器
が
出
上
し
て
お

り
、
東

一
坊
大
路
西
創
溝
は
奈
良
時
代
を
通
じ
て
溝
と
し
て
の
機
能
を
保

っ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
一　
第
二
三
四
十

一
〇
次
調
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

駐
車
場
造
成
に
伴
う
発
掘
調
査
で
、
九
〇
∬
を
調
査
し
た
。
位
置
は
左
京
三

条

一
坊
十
坪
の
西
南
部
に
あ
た
る
。
奈
良
時
代
の
蛇
行
す
る
流
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一

（幅
四
ど
六
ｍ
、
深
さ
二
じ
、　
こ
れ
と
重
複
す
る
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
二
な
ど
を
検
出
し

た
。
Ｓ
Ｅ
〇
二
は
、
井
戸
掘
形
は
九
五
側
の
方
形
で
、
内
側
に
八
枚
前
後
の
薄

い
縦
板
を
立
て
て
い
る
。
井
戸
底
か
ら
須
恵
器
横
瓶

。
広
口
重
や
籠
状
編
物
な

ど
と
と
も
に
木
簡
七
点
が
出
土
し
た
。
木
簡
は
い
ず
れ
も
削
暦
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ

〇
二
は
遺
物
か
ら
細
か
い
年
代
を
限
定
で
き
な
い
が
、
Ｓ
Ｄ
〇

一
下
層
堆
積
の

あ
る
時
点
で
造
ら
れ
、
そ
の
上
層
と
同
時
に
廃
絶
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
〇

一
下
層

か
ら
は
内
面
に
放
射
暗
文
と
ら
せ
ん
暗
文
を
つ
け
る
土
師
器
杯
Ａ
が
出
土
し
て

お
り
、
平
城
Ⅱ
か
ら
Ⅲ
期
（七
三
〇
ど
七
五
〇
年
頃
）
の
早
い
段
階
ま
で
流
路
と
し

て
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
上
層
か
ら
は
土
師
器
椀
Ａ
が
出
土
し
て
お
り
、

平
城
Ⅲ
期
の
中
段
階
以
降
の
あ
る
時
点
で
埋
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

一　
第
二
三
〇
次
調
査

井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
六〔匠
己

①

　

「
内
□
寮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３

溢
賀
］
ｏドマ

井
戸
Ｓ
Ｅ
三
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「　
　
　
　
・

②
　
・

×
枝
宅
車
二
両

〔赤

染
己

・
　

□
年
六
月
十

一
日
回
□
回
　
　
　
　
（想
）転
巽
デ
橿
オ
一



①

　

＜
蓮
子
壱
斗
＜
」

一
一　
第
二
三
四
十
九
次
調
査

東
一
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
三
九
二
五

①
　
・
池
万
呂
□

　

□
女

。
日
　
　
　
　
口

□
　
　
　
　
□

①
は
暗
褐
色
粘
質
土
層
か
ら
出
上
し
た
も
の
。

朔
で
あ
る
。

〓
一　
第
二
三
四
十

一
〇
次
調
査

井
戸
Ｓ
Ｅ
Ｏ
ニ

①

　

西
嶋

Ｏ
Φ
い

左
京
三
条

一
坊
十
坪
は
平
安
京
で
は
神
泉
苑
の
位
置
に
あ
た
る
。
そ
の
位
置

で
奈
良
時
代
の
蛇
行
流
路
を
検
出
し
、
池
の
存
在
を
示
唆
す
る

「
西
嶋
」
の
木

簡
が
出
上
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
但
し
、　
一
ｌ
②
の
よ
う
に
、
某
宅
の

存
在
を
推
定
さ
せ
る
木
簡
も
出
上
し
て
お
り
、
今
後
左
京
三
条

一
坊
十
坪
の
性

格
を
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

俗
ｅ
×
含
ｅ
ｘ
や　
ｏ欝

人
名
を
記
す
が
、
内
容
は
不

| キ| |
l 」| |
| || |□
| || || || |

。木衡出土地
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ｃ
〕ＰＸ
鶴
遜

ｏ留
キ　
　
　
　
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
笛
概
報
』
二
七

（
一

九
九
二
年
）

同

『
一
九
九
二
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』
全
九
九
二
年
）

（森
　
公
章
）
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